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も
っ
と
知
っ
て
神
奈
川
の
畜
産

神
奈
川
畜
産

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

神
奈
川
県
で
生
産
さ
れ
る
牛
乳
は
県

民
一
三
六
万
人
分
に
当
た
り
ま
す
。
同

様
に
豚
肉
は
五
九
万
人
分
、
鶏
卵
は
一

一
〇
万
人
分
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
の
畜
産
を
、
も
っ
と
広
く
県

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
県

民
の
皆
様
と
と
も
に
都
市
畜
産
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、
神
奈
川
畜
産
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
、是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
神
奈
川

県
、
藤
沢
市
、
山
北
町
の
後
援
を
得
て

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い

等
を
通
し
、
畜
産
に
関
心
と
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
部
）

原
発
賠
償
対
策
の

最
近
の
動
き

四
月
に
提
出
し
た
再
請
求
に
対
し
、

東
電
は
、「
他
県
の
状
況
、
原
子
力
損

害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
の
動
向
等

を
見
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。」

と
し
、
回
答
を
保
留
し
て
い
る
状
況
で

す
。
こ
う
し
た
中
、
牛
肉
部
会
（
八
月

十
四
日
開
催
）
で
検
討
し
た
結
果
、
回

答
を
受
理
す
る
前
に
、
請
求
を
行
い
た

い
と
云
う
生
産
者
の
声
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
内
全
域
に
請
求

範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。つ

き
ま
し
て
は
、
生
産
者
の
皆
様
に

請
求
手
法
等
の
説
明
を
し
た
う
え
で
、

請
求
す
る
か
ど
う
か
の
意
思
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
説
明
会
を
下
記

の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
皆
様

に
通
知
文
を
発
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
具
体
的
な
賠
償
請
求
に
係
る
会

議
で
す
の
で
、
肉
牛
農
家
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご

出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

原
発
損
害
賠
償
請
求
に
か
か
る
説
明
会

日
時：

九
月
二
十
五
日

午
後
一
時
半
か
ら

場
所：

厚
木
市
農
協
本
所
三
階
会
議

室
（
県
畜
産
会
専
務
理
事

丹
波
）

新
マ
ル
キ
ン
事
業

『
平
成
二
十
四
年
度
の
補
て
ん
金
交
付

に
つ
い
て
』

肥
育
牛
生
産
者
を
取
り
巻
く
情
勢
が

大
変
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
三

年
度
第
２
四
半
期
以
降
の
補
填
金
に
つ

い
て
毎
月
交
付
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
二
十
四
年
度
に
つ
き
ま
し
て

も
同
様
に
月
毎
に
補
填
金
を
支
払
っ
て

お
り
ま
す
。

『
二
十
四
年
度
第
１
四
半
期
五
月
及
び

六
月
販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
五
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種

二
五
、
〇
〇
〇
円

交
雑
種

八
九
、
五
〇
〇
円

乳
用
種

八
四
、
七
〇
〇
円

★
補
填
金
交
付
日

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

◎
六
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種

三
〇
、
九
〇
〇
円

交
雑
種

一
一
四
、
一
〇
〇
円

乳
用
種

七
六
、
四
〇
〇
円

★
補
填
金
交
付
日

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
三
日

（
経
営
指
導
部

倉
迫
）

「
た
ま
た
ま
フ
ェ
ス
タ
開
催
」

世
界
的
景
気
後
退
に
よ
り
、
低
迷
す

る
個
人
消
費
の
影
響
が
食
に
ま
で
起
こ

り
、
養
鶏
経
営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
、
県
内
産

鶏
卵
の
消
費
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、

県
畜
産
会
養
鶏
部
会
、
県
ト
リ
研
究
会

は
、
八
月
四
日
〜
五
日
に
、
平
塚
市
田

村
の
Ｊ
Ａ
全
農
神
奈
川
県
本
部
事
業
所

で
開
催
さ
れ
て
い
る
農
業
機
械
展
総
合

展
示
会
場
で
県
内
産
鶏
卵
等
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

た
ま
ご
プ
リ
ン
、
カ
ス
テ
ラ
、
玉
子

か
け
醤
油
等
卵
加
工
品
の
販
売
や
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ウ
と
し
て
卵
な
ら

ぬ
色
分
け
し
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
掴
み

取
り
に
よ
る
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、ま
た
、

県
内
鶏
卵
直
販
売
所
の
一
覧
表
や
た
ま

ご
知
識
の
冊
子
の
配
布
等
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
県
内

の
鶏
卵
生
産
者
の
存
在
や
経
営
状
況
を

消
費
者
に
知
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、
卵

価
値
上
げ
へ
の
理
解
醸
成
に
も
繋
が
っ

て
行
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度

鶏
魂
供
養
祭
の
案
内

人
間
の
た
め
に
命
半
ば
で
こ
の
世
を

去
っ
た
鶏
の
霊
を
慰
め
る
鶏
魂
供
養
祭

を
例
年
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

開
催
日：

平
成
二
十
四
年
十
月
四
日

（
木
）
午
前
十
一
時
開
式

開
催
場
所：

大
雄
山
最
乗
寺

主

催：

社
団
法
人
神
奈
川
県
畜
産

会
養
鶏
部
会

操
縦
ミ
ス
は
オ
ス
プ
レ
イ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
メ
ス
プ
レ
イ

今
年
も
猛
暑
の
夏
で
し
た
ね
。
夜
明

け
と
共
に
蝉
時
雨
が
訪
れ
、
毎
日
の
よ

う
に
我
が
家
の
縁
先
で
蝉
の
姿
を
見
つ

け
ま
し
た
。
腹
を
上
に
し
て
死
ん
で
い

る
の
か
と
思
う
と
突
然
バ
タ
つ
い
て
飛

ん
で
行
っ
た
り
す
る
の
を
見
る
に
付

け
、
蝉
と
言
う
虫
は
飛
行
が
下
手
な
の

か
、
そ
れ
と
も
着
地
、
着
陸
が
下
手
な

の
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
着
地

と
言
え
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
体
操
競
技

を
、
着
陸
な
ら
ば
飛
行
機
を
連
想
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
四
年
に
一
度
の
閏
年

に
訪
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
は
過

去
最
多
の
三
八
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。
体
操
の
個
人
総
合
種
目
で
内

村
航
平
選
手
が
予
想
通
り
の
金
を
獲

得
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
に
は
魔
物
が

い
る
そ
う
で
得
意
の
鉄
棒
で
落
下
、
鞍

馬
で
も
失
敗
し
ま
し
た
が
、
最
後
の
個

人
総
合
の
ゆ
か
の
演
技
の
着
地
は
見
事

に
決
め
ま
し
た
。
う
ち
の
縁
先
の
蝉
の

着
地
ミ
ス
で
は
メ
ダ
ル
に
程
遠
い
事
で

し
ょ
う
。
跳
ん
で
地
に
立
つ
の
が
着
地

な
ら
ば
、
飛
行
機
が
地
上
に
降
り
る
の

は
着
陸
で
す
。
ロ
シ
ア
の
旅
客
機
に

乗
っ
た
人
の
話
で
は
、
飛
行
機
が
無
事

に
着
陸
し
た
時
に
乗
客
が
皆
で
拍
手
を

す
る
そ
う
で
す
。
日
本
国
内
の
空
の
旅

で
は
味
わ
え
な
い
事
で
し
ょ
う
。
体
操

選
手
の
着
地
の
よ
う
に
旅
客
機
の
着
陸

も
拍
手
し
た
く
な
る
程
不
安
定
な
の
で

し
ょ
う
か
。
不
安
定
な
飛
行
機
と
い
え

ば
沖
縄
に
配
備
計
画
中
の
垂
直
離
着
陸

で
き
る
航
空
機
・
オ
ス
プ
レ
イ
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
モ
ロ
ッ
コ
で
の
墜
落
事

故
は
操
縦
ミ
ス
だ
っ
た
と
の
事
。
オ
ス

プ
レ
イ
と
は
魚
を
獲
物
に
す
る
ワ
シ
タ

カ
科
の
猛
禽
類
の
ミ
サ
ゴ
の
名
前
だ
そ

う
で
す
。
空
中
に
静
止
し
て
獲
物
を
狙

い
、見
つ
け
る
と
垂
直
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
。

着
水
寸
前
に
脚
を
下
に
向
け
て
鋭
い
爪

で
魚
を
捕
ま
え
る
そ
う
で
す
。
時
に
は

大
き
過
ぎ
る
魚
に
自
分
の
爪
が
食
い
込

ん
で
離
れ
ず
、
魚
に
引
き
込
ま
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
と
か
。

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
女
性
の

進
出
、
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
米
国

で
は
四
六
個
の
金
メ
ダ
ル
の
う
ち
二
九

個
を
女
子
が
獲
得
。
日
本
の
柔
道
の
金

は
女
子
だ
け
で
し
た
。
勝
負
に
は
雌
雄

を
決
す
る
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

め
す

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ

が
、
今
回
は
雌
が
競
技
す
る＝

メ
ス
プ

お
す

レ
イ
の
方
が
華
や
か
で
し
た
ね
。
雄
の

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ

競
技＝

オ
ス
プ
レ
イ
は
ミ
サ
ゴ
の
よ
う

に
操
縦
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
よ
う
な
運

動
神
経
の
操
縦
士
が
必
要
な
航
空
機＝

オ
ス
プ
レ
イ
は
無
事
に
着
陸
す
る
度
に

大
き
な
拍
手
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
し
て
そ
の
都
度
乾
杯
か
な
？

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

日催開馬競崎川

平成２４年度・神奈川の畜産フェスティバル

かながわ
トントンまつり

１１月１１日（日）

湘南台市民センター
公民館・湘南台公園
藤沢市湘南台１－８

小田急・相鉄いずみ野線・
横浜市営地下鉄「湘南台駅」
下車東口から徒歩５分

養豚協会
畜産振興会、畜産会

神奈川県、藤沢市
藤沢市教育委員会

―

子豚とのふれあい
ふれあいポニー

豚ハガキ絵コンクール
バーベキュー（豚肉）
豚肉料理教室
ヨートンクイズ

豚肉知識パネルの展示
畜産物即売

養豚協会
０４６－２３８－２５０２
畜産振興会

０４５－７５１－５４６０

《国内で口蹄疫等の家畜伝染病が発生した場合は、イベントは中止致ししますので予めご了承ください》

大野山
フェスティバル

１０月２７日（土）

大野山乳牛育成牧場
山北町皆瀬川７１０

車 東京方面からＲ２４６号「浅間山」トンネル、さ
らに「新安戸トンネル」を抜けすぐ信号右折、
牧場方面標識に沿って約２０分

バス JR 御殿場線「山北駅」からバス「大野山入口」
下車、徒歩約２時間

畜産振興会

神奈川県、山北町

畜産会、牛乳普及協会
酪農連合会

酪農連合会
乳牛とのふれあい
ふれあいポニー
バターづくり体験

搾乳実演
バーベキュー（牛肉）

牛乳試飲
アルプホルン
地場産品即売

畜産振興会
０４５－７５１－５４６０
大野山乳牛育成牧場
０４６５－７５－０４２３

家 畜 に 親 し む つ ど い

乳牛共進会

１０月２１日（日）

家畜集合センター
綾瀬市吉岡２６４７－４

乳牛共進会は、神奈川県家
畜集合センターで開催
畜産技術所との間にシャト
ルバスあり

酪農協連合会

神奈川県

畜産会、養豚協会、牛乳普及協会、酪農連合会、畜産会養鶏部会、養蜂組合

乳牛コンテスト
乳牛クイズ
牛模型展示

子牛とのふれあい

酪農協連合会
０４６３－９４－１０２０

ミルクメッセ

農業技術センター畜産技術所 海老名市本郷３７５０
県央家畜保健衛生所 海老名市本郷３６５８

車 藤沢厚木線「杉久保」と「用田橋」のほぼ中間、横浜伊勢原線「用田橋際」から
海老名方面５００m

バス 神奈中バス 海老名・長後線、海老名駅東口から約２０分、長後駅西口から約２０分、
「畜産研究所」下車

牛乳普及協会

―

牛乳・乳製品即売
骨密度測定

牛乳クイズラリー
牛乳パック工作教室

子どもの遊び場フワフワ

牛乳普及協会
０４５－７６１－１８０７

施設公開

畜産技術所
県央家畜保健衛生所

―

業務内容の展示等
ヒヨコ、子豚と一緒に遊ぼう

ミルタンと遊ぼう
搾乳・エサやり体験
落書きボール
畜産ミニクイズ

顕微鏡をのぞいてみよう
僕も私も獣医さん

畜産技術所
０４６－２３８－４０５６
県央家畜保健衛生所
０４６－２３８－９１１１

畜産フェスティバル

畜産振興会

神奈川県

家畜とのふれあい
ふれあいポニー
豚汁・牛焼肉
牛乳ソムリエ
牛乳試飲

養蜂展示･蜂蜜試食
卵料理教室

卵のつかみどり
銘柄鶏肉あぶり焼き
農畜産物即売

アンデス民族音楽演奏

畜産振興会
０４５－７５１－５４６０

畜産会
０４５－７６１－４１９１

開 催 日

開 催 場 所

交 通

主 催

後 援

協 賛

内 容

問 合 せ 先

発 行 所
神 奈 川 県 畜 産 会
横浜市磯子区西町１４‐３
畜産センター内

電話０４５（７６１）４１９１
FAX０４５（７５９）１１６２

発 行 人
志 村 善 一

定価１部１０円（１年１００円）
会員の購読料は会費に含む

毎月１回（１日）発行
〔神奈川畜産情報（平成１８年１月号以降）はホームページでもご覧になれます〕

神奈川県畜産会のホームページ
「かながわ畜産ひろば」〔http://kanagawa.lin.gr.jp/index.htm〕

９月６・７・１０・１１日（木・金・月・火）
１０月１５日（月）～１９日（金）

ナイター開催

第６１８号 平成２４年９月１日（土曜日）



研究情報

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

牛
の
性
選
別
精
液
の
使
い
方

子
牛
の
性
別
は
Ｙ
染
色
体
を
持
つ
Ｙ

精
子
と
Ｘ
染
色
体
を
持
つ
Ｘ
精
子
の
ど

ち
ら
が
卵
子
と
受
精
す
る
か
で
決
定
さ

れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
Ｘ
精
子
と
Ｙ
精

子
を
分
別
し
て
人
工
授
精
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
乳
用
後
継
牛
の
生
産
や
肥

育
素
牛
の
生
産
は
極
め
て
計
画
的
に
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
現
在
、

乳
牛
で
は
雌
子
牛
（
後
継
牛
）
を
生
産

す
る
た
め
の
Ｘ
精
子
を
９０
％
以
上
含
む

雌
選
別
精
液
、
肉
牛
で
は
雄
子
牛
（
肥

育
素
牛
）
を
生
産
す
る
た
め
の
Ｙ
精
子

を
９０
％
以
上
含
む
雄
選
別
精
液
、
さ
ら

に
性
選
別
精
液
を
利
用
し
て
生
産
し
た

性
判
別
受
精
卵
が
市
販
さ
れ
て
お
り
、

県
内
に
お
い
て
も
表
１
に
示
す
と
お
り

年
々
利
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
性
選
別
精
液
は
正
し
い
使
い
方
を

し
な
い
と
受
胎
率
が
低
下
す
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
家
畜
改
良
事
業
団

の
調
査
で
も
経
産
牛
の
受
胎
率
が
と
く

に
低
下
し
て
い
ま
し
た
（
表
２
）。
今

回
は
性
選
別
精
液
の
使
い
方
と
当
所
に

お
け
る
研
究
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

性
選
別
精
液
の
使
い
方

雄
を
生
産
す
る
Ｙ
精
子
と
雌
を
生
産

す
る
Ｘ
精
子
は
自
然
の
状
態
で
は
５０
％

ず
つ
含
ま
れ
て
お
り
、
簡
単
に
こ
の
２

種
類
を
分
別
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
２
種
類
の
精
子
の
唯
一
の
違

い
は
精
子
頭
部
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
量

が
Ｘ
精
子
の
方
が
３
・
８
％
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
フ
ロ
ー
サ
イ

ト
メ
ー
タ
ー
・
セ
ル
ソ
ー
タ
ー
と
い
う

機
械
を
使
用
し
て
精
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
を

１
匹
ず
つ
測
定
し
、
Ｘ
精
子
と
Ｙ
精
子

を
高
速
で
分
別
す
る
こ
と
に
よ
り
性
選

別
精
液
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
供
給
さ
れ
て
い

る
精
液
は
、
国
産
精
液
（
家
畜
改
良
事

業
か
ら
Ｓ
ｏ
ｒ
ｔ
９０
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク

ス
北
海
道
か
ら
Ｇ
Ｈ
―
Ｘ
）
が
販
売
さ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
０
・
５
㎖
ス
ト

ロ
ー
に
充
填
さ
れ
ス
ト
ロ
ー
内
は
精
液

と
希
釈
液
の
２
層
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
融
解
後
は
通
常
精
液
と
同
様
に

人
工
授
精
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
輸

入
精
液
は
０
・
２５
㎖
の
ス
ト
ロ
ー
に
充

填
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
人
工
授
精
の
際

に
は
、
受
精
卵
移
植
用
注
入
器
を
使
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
産

性
選
別
精
液
の
ス
ト
ロ
ー
１
本
に
含
ま

れ
る
精
子
数
（
３
０
０
〜
６
０
０
万
個

／
本
）は
通
常
精
液（
お
よ
そ
２
、０
０
０

万
個
／
本
）
と
比
べ
る
と
少
な
く
調
整

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
家
畜
改
良
事

業
団
で
は
性
選
別
精
液（
Ｓ
ｏ
ｒ
ｔ
９０
）

の
人
工
授
精
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
図
１
の
よ
う
に
受
胎
率
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
未

経
産
牛
に
利
用
す
る
こ
と
」、「
経
産
牛

に
利
用
す
る
場
合
は
受
精
卵
移
植
用
の

深
部
注
入
カ
テ
ー
テ
ル
を
利
用
す
る
こ

と
」
な
ど
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
精
子

数
の
少
な
い
性
選
別
精
液
で
受
胎
率
を

低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
受
精
や
受

胎
の
た
め
に
よ
り
有
利
な
条
件
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

畜
産
技
術
所
の
取
り
組
み

畜
産
技
術
所
で
は
、
性
選
別
精
液
を

利
用
し
た
性
判
別
受
精
卵
の
生
産
に
つ

い
て
体
内
受
精
卵
を
採
取
す
る
方
法
と

体
外
受
精
卵
を
生
産
す
る
方
法
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。

そ
の
１

性
選
別
精
液
を
利
用
し
た
採

卵
（
体
内
受
精
卵
）

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
経
産
牛
に
過
剰
排

卵
処
理
を
行
い
性
選
別
精
液
ま
た
は
通

常
精
液
を
人
工
授
精
し
て
受
精
卵
の
採

取
を
行
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
精
液
に

お
い
て
も
人
工
授
精
は
発
情
日
の
午
後

（
Ｐ
Ｇ
投
与
後
５８
時
間
）
に
１
本
の
精

液
を
注
入
す
る
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
表
３
に
示
す
と
お
り
性
選

別
精
液
で
は
正
常
卵
が
少
な
く
、
未
受

精
卵
が
多
く
採
取
さ
れ
ま
し
た
。
性
選

別
精
液
を
体
内
受
精
卵
の
採
卵
に
利
用

す
る
際
に
は
通
常
精
液
と
同
様
の
方
法

で
は
採
卵
成
績
が
低
下
し
ま
す
の
で
、

人
工
授
精
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
授
精
回
数

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
家
畜

改
良
事
業
団
か
ら
は
発
情
開
始
時
間
を

正
確
に
把
握
し
て
発
情
開
始
か
ら
２０
〜

２４
時
間
後
に
受
精
卵
移
植
用
深
部
注
入

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
左
右
子
宮
角
の

深
部
に
１
本
ず
つ
精
液
を
注
入
す
る
方

法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
所
で
は

排
卵
時
間
を
集
中
化
さ
せ
る
処
理
を
併

用
し
て
、
よ
り
多
く
の
性
選
別
受
精
卵

数
を
得
る
方
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
２

性
選
別
精
液
を
利
用
し
た
体

外
受
精

ス
ト
ロ
ー
に
充
填
さ
れ
た
精
子
数
の

少
な
い
性
選
別
精
液
で
あ
っ
て
も
、
体

外
受
精
で
あ
れ
ば
精
子
数
（
濃
度
）
を

調
整
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
受
精
能
力
の
高
い
卵
子

を
採
取
し
て
性
選
別
精
液
と
体
外
受
精

す
る
こ
と
で
よ
り
多
く
の
性
判
別
受
精

卵
を
生
産
す
る
こ
と
を
目
的
に
試
験
を

行
い
ま
し
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
経
産

牛
に
過
剰
排
卵
処
理
と
同
様
の
ホ
ル
モ

ン
投
与
を
行
い
、
超
音
波
画
像
診
断
装

置
を
利
用
し
て
排
卵
直
前
ま
で
体
内
で

成
熟
さ
せ
た
卵
子
を
採
取
し
、
性
選
別

精
液
で
体
外
受
精
し
ま
し
た
。
ホ
ル
モ

ン
投
与
を
行
わ
ず
に
未
成
熟
卵
子
を
採

取
す
る
従
来
法
と
比
べ
て
み
る
と
、
表

４
に
示
す
と
お
り
卵
胞
数
、
採
取
卵
子

数
、
体
外
受
精
後
９
日
目
ま
で
に
発
生

し
た
胚
盤
胞
（
移
植
可
能
卵
）
数
と
も

に
成
熟
卵
子
採
取
法
が
優
れ
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
性
判
別
受
精
卵
を
生
産
す

る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
現
在
、
採
卵

成
績
や
体
外
受
精
成
績
の
デ
ー
タ
を
増

や
す
と
と
も
に
、
生
産
し
た
性
判
別
受

精
卵
の
移
植
成
績
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
１２
月
に
開
催
さ
れ
た
酪
農
技
術

研
究
会
に
お
い
て
、
性
選
別
精
液
を
生

産
販
売
し
て
い
る
家
畜
改
良
事
業
団
の

方
を
招
い
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
の
参
加
者
か
ら
も
、「
性
選
別

精
液
は
受
胎
率
が
低
い
の
で
種
付
け
す

る
牛
を
厳
選
し
て
い
る
」、「
性
の
選
別

率
は
１
０
０
％
に
は
な
ら
な
い
の
か
」、

「
精
液
の
価
格
を
も
う
少
し
安
く
し
て

欲
し
い
」
な
ど
、
質
問
や
要
望
な
ど
が

多
数
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ

れ
ま
し
た
。
性
選
別
精
液
は
、
後
継
牛

を
計
画
的
に
確
保
す
る
と
同
時
に
、
そ

れ
以
外
の
牛
か
ら
は
Ｆ
１
生
産
や
Ｅ
Ｔ

に
よ
る
和
牛
生
産
で
子
牛
販
売
に
よ
る

収
入
を
確
保
す
る
点
で
も
魅
力
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
や
受
胎
率
の
点

を
考
慮
す
る
と
よ
り
効
果
的
な
使
い
方

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
当
所
に
お
い
て
引
き
続
き
研
究

を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所

企
画
研
究
課

秋
山

清
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
不
耕
起
播
種
の

現
地
検
討
会
開
催
の
お
知
ら
せ

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
不
耕
起
播

種
は
、
作
業
が
集
中
す
る
時
期
の
播
種

作
業
を
省
力
化
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
本
県
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二

期
作
の
導
入
に
有
効
な
技
術
で
す
。

そ
こ
で
、（
独
）
農
研
機
構
生
研
セ

ン
タ
ー
と
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
矢
崎
（
株
）

が
共
同
で
開
発
し
た
不
耕
起
、
耕
起
の

ど
ち
ら
の
圃
場
条
件
で
も
利
用
で
き
る

播
種
機
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
現
地
検

討
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加

下
さ
い
。

な
お
、
実
演
見
学
に
あ
た
っ
て
は
靴

の
履
き
替
え
等
の
防
疫
措
置
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
、ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

日
時

九
月
二
十
一
日

一
三
時
か
ら
十
四
時
三
〇
分

場
所

畜
産
技
術
所

内
容

【
講
習
】

１

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
不
耕
起
播
種
機
の

開
発
に
つ
い
て

生
研
セ
ン
タ
ー

橘

保
宏

２

神
奈
川
県
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
二
期
作

畜
産
技
術
所

折
原
健
太
郎

【
実
演
】

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
不
耕
起
播
種
機
に
よ

る
飼
料
作
物
の
播
種
（
不
耕
起
ほ
場
と

耕
起
ほ
場
）

問
い
合
わ
せ
先

畜
産
技
術
所
企
画
研
究
課

家家

保保

だだ

よよ

りり

病
原
体
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

平
成
二
十
二
年
の
口
蹄
疫
・
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
を
受
け
、

平
成
二
十
三
年
四
月
家
畜
伝
染
病
予
防

法
が
改
正
さ
れ
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準

も
病
原
体
の
侵
入
防
止
に
重
点
を
置
き
、

よ
り
具
体
的
な
も
の
へ
と
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

病
気
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
病

原
体
の
侵
入
防
止
は
と
て
も
重
要
で
す
。

国
際
的
に
見
る
と
、
海
外
で
は
多
く

の
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
日
本
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
水

際
防
疫
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

二
年
間
、
横
浜
の
農
林
水
産
省
動
物
検

疫
所
本
所
で
動
物
検
疫
に
携
わ
り
ま
し

た
の
で
、
動
物
が
輸
入
さ
れ
る
際
に
ど

の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
悪
性
伝
染
病
の
発
生
し
て
い

る
国
や
地
域
か
ら
の
動
物
の
輸
入
は
禁

止
し
て
お
り
、
輸
入
が
可
能
な
国
か
ら

で
も
、
日
本
と
の
間
で
結
ば
れ
た
家
畜

衛
生
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
動
物
で
な
い

と
輸
入
で
き
ま
せ
ん
。
輸
入
で
き
る
空

港
や
港
も
限
ら
れ
て
お
り
、
到
着
後
、

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
国
内
エ

リ
ア
と
明
確
に
隔
離
さ
れ
た
検
疫
エ
リ

ア
内
で
係
留
し
ま
す
。係
留
施
設
で
は
、

毎
日
の
臨
床
観
察
・
体
温
測
定
、
疾
病

検
査
な
ど
の
係
留
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

検
疫
エ
リ
ア
は
、
人
・
物
の
出
入
り
が

厳
し
く
制
限
さ
れ
、
出
入
り
の
際
は
着

替
え
・
シ
ャ
ワ
ー
・
消
毒
が
徹
底
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
内
エ
リ
ア
に
病
原
体
を

侵
入
さ
せ
な
い
た
め
で
す
。
輸
入
検
査

の
結
果
、
病
原
体
を
拡
げ
る
お
そ
れ
が

な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
み
輸
入
を

認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
原
体
の
侵

入
を
防
い
で
い
ま
す
。

今
回
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
改
正

で
、
衛
生
管
理
区
域
の
設
定
が
加
わ
り

ま
し
た
。
農
場
は
係
留
施
設
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
衛
生
状
態
を
保
つ

エ
リ
ア＝

農
場
を
明
確
に
し
、
農
場
内

に
入
る
際
は
消
毒
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

病
原
体
の
侵
入
の
リ
ス
ク
は
減
少
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
農
場
を
病
原
体
の
侵

入
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

家
畜
保
健
衛
生
所
も
、
農
場
の
衛
生

対
策
、
地
域
の
衛
生
レ
ベ
ル
の
向
上
を

目
指
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
所
存
で
す
。

（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

松
本
）

大
野
山
た
よ
り

大
野
山
牧
場
で
は
土
日
、
祝
祭
日
ど

う
対
応
し
て
い
る
で
し
ょ
う
？
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
日
は
当

番
二
人
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

放
牧
さ
れ
た
牛
達
を
午
前
中
に
山
の

上
に
追
い
上
げ
て
パ
ド
ッ
ク
へ
集
合
さ

せ
る「
牛
上
げ
」を
行
い
ま
す
。
パ
ド
ッ

ク
で
は
、
え
さ
の
補
充
や
給
水
、
健
康

確
認
や
治
療
、
繁
殖
チ
ェ
ッ
ク
、
種
付

け
を
個
体
ご
と
に
行
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
放
牧
場
所
が
分
散
し
て
い
る
の
で
、

あ
ち
こ
ち
で
こ
の
作
業
が
必
要
に
な
り

ま
す
。「
牛
上
げ
」
も
三
人
で
や
れ
ば

牧
柵
側
に
三
方
か
ら
追
い
込
ん
で
上
方

へ
追
い
や
れ
ば
効
率
的
で
す
が
、
二
人

で
は
一
頭
が
横
に
妙
な
方
向
で
走
り
出

す
と
群
れ
が
そ
れ
に
続
い
て
行
っ
て
し

ま
い
、
せ
っ
か
く
上
に
上
げ
た
牛
群
が

元
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
日
の
牛
群

の
居
場
所
・
分
散
状
態
、
地
形
・
天
候

を
考
慮
し
て
牛
の
動
き
を
予
想
し
、
二

人
で
じ
っ
く
り
牛
上
げ
作
戦
を
練
り
経

路
を
決
め
ま
す
。

牛
の
放
牧
地
の
移
動
に
つ
い
て
も
、

牧
場
は
大
変
広
い
の
で
、
さ
ら
に
牛
達

が
「
道
草
」
を
す
る
の
で
、
一
時
間
近

く
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
日
テ

レ
ビ
で
沖
縄
の
「
追
い
込
み
漁
」
を
放

映
し
て
い
ま
し
た
。
魚
群
を
追
い
込
む

の
に
漁
師
が
石
を
投
げ
た
り
、
潜
水
し

な
が
ら
「
う
ー
」
と
低
い
声
を
出
し
て

魚
を
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
し
て
仕
掛
け
た

網
に
追
い
込
み
ま
す
。
こ
れ
を
見
て
い

て
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
早
速
試
し
て
み

ま
し
た
。
牛
群
を
移
動
す
る
と
き
に
大

声
で
急
か
せ
ま
す
が
、
一
向
に
気
に
し

な
い
輩
も
多
い
の
で
、「
ブ
ー
ン
」
と

い
う
低
い
声
で
蜂
や
ア
ブ
の
羽
音
を
ま

ね
し
て
み
た
の
で
す
。
牛
達
は
尾
を

振
っ
て
撥
ね
退
け
る
し
ぐ
さ
を
し
て
嫌

が
り
、
多
少
は
歩
み
が
速
く
な
る
よ
う

で
す
。
す
ご
い
ワ
ザ
発
見
、
二
人
体
制

の
と
き
は
有
効
、
と
は
思
う
の
で
す
が

残
念
な
が
ら
や
っ
て
い
る
の
は
私
の
み

で
す
。

さ
て
、
牛
達
は
四
月
、
六
月
、
八
月

と
三
回
に
分
け
て
入
牧
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
群
も
問
題
な
く
順
調
に
発
育
し
て

お
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
し
き
り
で
涼
し

く
な
り
ま
す
。

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
長

青
木
）
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